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こ
の
週
間
は
住
民
の
皆
さ
ん
に

建
築
基
準
法
の
目
的
等
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
き
、違
反
建
築
の
防

止
を
図
る
と
と
も
に
建
築
に
関
す

る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
と
良
好

な
住
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
全
国
的
に
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

◆
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き
は

　　

着
工
前
に
！

　
　

都
市
計
画
区
域
内（
野
市
町
全

▼
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が
令

和
７
年
４
月
１
日
に
一
部
施
行

　
　

入
園
式
や
入
学
式
の
た
め
に
、

子
の
看
護
等
休
暇
制
度
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
！

　
　
「
子
の
看
護
休
暇
」は
、
名
称
が

「
子
の
看
護
等
休
暇
」と
な
り
、
取

得
事
由
に
入
園
（
入
学
）
式
・
卒
園

式
等
を
追
加
、
子
が
小
学
校
３
年

生
修
了
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。ま
た
、所
定
外
労
働
の

制
限
（
残
業
免
除
）に
つ
い
て
は
、

「
３
歳
に
満
た
な
い
子
」か
ら「
小
学

校
就
学
前
の
子
」
を
養
育
す
る
労

働
者
に
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　　
そ
の
他
、３
歳
に
満
た
な
い
子
を

養
育
す
る
方
が
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
措
置
を
講
ず
る

こ
と
を
事
業
主
の
努
力
義
務
化
と

し
、
育
児
休
業
取
得
状
況
の
公
表

義
務
が
従
業
員
300
人
超
の
企
業
に

拡
大
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、介
護
離

職
防
止
の
た
め
の
個
別
の
周
知
・
意

向
確
認
、
雇
用
環
境
整
備
等
の
措

置
が
事
業
主
の
義
務
と
な
り
ま
す
。

　　

詳
細
に
つ
い
て
は
、厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
厚
生
労
働
省

　　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
問
い
合
わ
せ

高
知
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
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土
地
は
、
地
域
全
体
の
住
み
や

す
さ
や
自
然
環
境
と
の
調
和
な
ど

を
考
え
て
、適
正
に
利
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
　

そ
の
た
め
国
土
利
用
計
画
法
で

は
、
一
定
規
模
以
上
の
土
地
取
り

引
き
に
つ
い
て
は
、土
地
の
権
利
取

得
者
（
買
主
な
ど
）が
、
契
約
後
２

週
間
以
内
に
、
土
地
の
利
用
目
的

や
取
引
価
格
等
を
土
地
の
所
在
す

る
市
町
村
を
経
由
し
て
県
に
届
け

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
届
け
出
の
必
要
な
取
り
引
き

●

売
買
、交
換　
●

営
業
譲
渡　
●

譲

渡
担
保　
●

代
物
弁
済　
●

共
有
持

分
の
譲
渡　
●

地
上
権
・
賃
借
権
の

設
定
・
譲
渡　
●

予
約
完
結
権
・
買

戻
権
な
ど
の
譲
渡　
●

信
託
受
益
権

の
譲
渡　
●

地
位
譲
渡

※
一
団
の
土
地
取
り
引
き
に
つ
い
て
も
届

け
出
が
必
要
で
す（
一
団
の
土
地
と
は
、土

地
利
用
上
、
現
に
一
体
の
土
地
を
形
成
し

て
い
る
ま
た
は
一
体
と
し
て
の
利
用
が
可

能
な
ひ
と
ま
と
ま
り
の
土
地
で
、か
つ
権
利

取
得
者
が
一
連
の
計
画
の
下
に
、
土
地
に

関
す
る
権
利
の
移
転
ま
た
は
設
定
を
行
う

そ
の
土
地
が
面
積
要
件
を
満
た
し
て
い
る

も
の
）

■
取
り
引
き
の
規
模（
面
積
）

●

都
市
計
画
区
域
…

　　　　　　　　　　　　
５
，０
０
０
㎡
以
上

●

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
…

　　　　　　　　　　

１
０
，０
０
０
㎡
以
上

■
必
要
書
類

　
　

土
地
取
り
引
き
に
か
か
る
契
約

書
、
土
地
の
位
置
が
分
か
る
地
形

図
、
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し

た
図
面（
公
図
）な
ど

■
届
け
出
方
法

　
　

契
約
者
名
、
契
約
日
、
土
地
の

面
積
、
利
用
目
的
な
ど
を
記
入
し

た
届
け
出
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、住
宅
政
策
課
へ
提
出
。

■
届
け
出
期
限　

契
約
締
結
日
を

含
め
て
２
週
間
以
内

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
住
宅
政
策
課

　　

お
墓
を
新
し
く
建
て
る
場
合
や
、

埋
葬
さ
れ
て
い
る
遺
骨
等
を
改
め

て
お
墓
や
お
寺
に
納
骨
す
る
場
合

（
改
葬
）に
は
、個
人
・
宗
教
法
人
等

を
問
わ
ず
事
前
の
協
議
や
許
可
が

必
要
で
す（
墓
地
、埋
葬
等
に
関
す

る
法
律
第
５
条
・
第
10
条
等
）。

　
　

特
に
、
用
地
が
農
用
地
の
場
合

は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
で
別
途

手
続
き
が
必
要
で
す
。ま
た
、個
人

や
不
動
産
業
者
・
石
材
店
等
が
墓

地
と
し
て
造
成
し
、宅
地
の
よ
う
に

分
譲
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

市
役
所
環
境
対
策
課

　
　

地
域
社
会
の
安
全
が
確
保
さ

れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
は
、

全
て
の
県
民
共
通
の
願
い
で
す
が
、

子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
痛
ま
し

い
事
件
や
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊

詐
欺
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　　

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
犯
罪
や
事
故
を
未

然
に
防
ぎ
、
地
域
の
一
人
一
人
が

「
自
分
た
ち
の
安
全
は
自
分
た
ち

で
守
る
」「
地
域
の
安
全
は
地
域
で

守
る
」と
い
う
自
主
防
犯
意
識
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

▼
全
国
地
域
安
全
運
動
実
施　　

10
月
11
日（
金
）〜
10
月
20
日（
日
）

▼
運
動
の
重
点
目
標

●

子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

●

特
殊
詐
欺
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ

マ
ン
ス
詐
欺
の
被
害
防
止

●

自
転
車
盗
難
お
よ
び
万
引
き
被

害
防
止

●

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活

性
化

  

日
常
生
活（
散
歩
や
花
の
水
や
り

等
）の
中
で
行
う「
な
が
ら
見
守
り
」

を
す
る
な
ど
、一
人
で
も
多
く
の
方

の
地
域
安
全
運
動
へ
の
参
加
、ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
香
南
地
区
地
域
安
全
協
議
会
地

域
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
長
田
麻
紀

☎
55
ー
0
1
1
0
）

■
実
施
期
間

９
月
１
日（
日
）〜
12
月
31
日（
火
）

例
年
、秋
口
か
ら
年
末
に
か
け
て

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。８
月
末
現
在
、

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴

は
、
自
動
車
運
転
中
の
事
故
が
最

も
多
く
、
次
い
で
道
路
横
断
歩
行

中
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

高
齢
者
が
交
通
事
故
の
犠
牲
者

と
な
ら
な
い
よ
う
に
、「
高
齢
者
交

通
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実

施
中
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
歩
行
者
・
自
転
車
の
皆
さ
ん
へ

　
　

道
路
横
断
時
は
、
信
号
ま
た
は

横
断
歩
道
が
あ
る
所
で
左
右
の
安

全
を
し
っ
か
り
確
か
め
て
渡
り
ま

し
ょ
う
。ま
た
、こ
れ
か
ら
の
時
季

は
日
暮
れ
が
早
く
な
っ
て
き
ま
す
。

暗
い
時
間
帯
は
、
明
る
い
色
の
服

装
に
反
射
材
を
積
極
的
に
活
用

し
、
自
転
車
は
暗
く
な
る
前
に
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
、
周
囲
に
注
意
し

て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

■
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ

　
　

通
り
慣
れ
た
道
路
で
の
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。全
席
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
、
通
り
慣
れ
た
道

路
ほ
ど
、し
っ
か
り
安
全
を
確
か
め

な
が
ら
、
事
故
を
防
ぐ
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

（
南
国
警
察
署　

香
南
警
察
庁
舎

高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由

美
☎
55
ー
0
1
1
0
）

や
す
海
の
駅
ク
ラ
ブ
の
ト
イ
レ
の
壁
画
、
気
が
つ
い
て
な
か
っ
た
で
す
。
今
度
行
っ
た
時
見
て
み
ま
す
。
海
の
駅
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

市のうごき　（Ｒ6.8.31現在） 〔　 〕は昨年同月対比

■人口／32,638人 

　　（男／15,869人 女／16,769人）

■世帯／15,567戸

■出生／22人 ■死亡／44人

■転入／78人 ■転出／83人

■対前月人口比／27人減

６月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

1件〔2件減〕

179件〔4件減〕

P
警 察警 察

police station

※
香
南
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　
　

私
が
香
南
市
香
我
美
町
に
住
み

始
め
た
の
は
２
０
１
７
年
６
月
か
ら

で
あ
る
。

　
　

売
家
を
探
し
て
い

る
と
、ラ
ッ
キ
ー
な
こ

と
に
山
の
中
の
小
さ

な
一
軒
家
を
見
つ
け

て
し
ま
い
、
自
分
で

も
驚
く
ほ
ど
あ
っ
と

い
う
間
に
高
知
市
内
か
ら
引
っ
越

し
て
き
た
。
我
が
家
は
夜
に
な
る
と

外
が
怖
い
ほ
ど
真
っ
暗
で
、
空
を
見

上
げ
れ
ば
星
が
美
し
く
、B
G
M
に

聴
こ
え
て
く
る
水
の
音
や
虫
の
声
に

感
動
し
た
。
ま
た
、
嬉
し
い
こ
と
に

庭
で
蛍
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
時
折
聞

こ
え
て
く
る
野
生
動

物
の
声
に
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
暮
ら
し

始
め
た
こ
と
を
よ
く

覚
え
て
い
る
。

　
　

大
学
卒
業
後
、
実
家
を
出
て
以

降
は
高
知
市
内
で
ア
パ
ー
ト
や
マ

ン
シ
ョ
ン
に
暮
ら
し
て
い
た
の
で
、

思
う
存
分
土
い
じ
り
で
き
る
こ
と

が
本
当
に
楽
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。

草
ぼ
う
ぼ
う
だ
っ
た
畑
を
耕
し
て

自
分
で
育
て
た
野
菜
は
最
高
に
お

い
し
い
。ベ
ラ
ン
ダ
菜
園
の
プ
ラ
ン

タ
ー
で
頑
張
っ
て
育
て
た
野
菜
も
お

い
し
か
っ
た
け
れ
ど
、や
は
り
大
地

に
根
を
張
り
健
康
に
育
っ
た
野
菜

は
格
別
に
お
い
し
い

の
だ
。

　
　

子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
家
庭
菜
園
が
あ

り
、
母
が
育
て
た
た

く
さ
ん
の
草
花
が
あ

る
こ
と
が
当
た
り
前
の
な
か
で
育
っ

た
私
は
土
い
じ
り
の
な
い
生
活
に

耐
え
ら
れ
ず
十
数
年
で
ア
パ
ー
ト

暮
ら
し
に
限
界
を
感
じ
、
現
在
の

地
に
た
ど
り
着
い
た
。
私
の
人
生
に

お
い
て
、
土
の
な
い
生
活
は
あ
り
得

な
い
の
だ
と
よ
く
わ
か
っ
た
。

　
　

土
を
育
て
、
種
を
播
き
、
自
然
に

感
謝
し
、
共
に
生
き
て
い
き
た
い
と

思
う
。

　　　　　　　　　　　　

森
の
く
ま
さ
ん

自

然

と

暮

ら

す

域
・
香
我
美
町
お
よ
び
夜
須
町
の

一
部
）で
建
築
物
を
新
築
、ま
た
は

10
㎡
を
超
え
る
増
築
を
す
る
場

合
、
着
工
前
に
建
築
確
認
申
請
を

提
出
し
、
確
認
済
証
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　

ま
た
、都
市
計
画
区
域
外（
吉
川

町
お
よ
び
赤
岡
町
全
域
・
香
我
美

町
お
よ
び
夜
須
町
の
一
部
）で
も

一
定
の
建
物
を
除
き
、
建
築
確
認

申
請
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
住
宅
政
策
課

お
墓
を
建
て
る
・
改
葬
す
る

場
合
は
許
可
が
必
要
で
す
！

１０
月
は
土
地
月
間
で
す

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

１０
月
１５
日
〜
２１
日
は

違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
！

　浄化槽は、微生物の働きを利用して家庭から出る汚れた水をき

れいにすることから、地域の水環境を守る上でとても大切な設備

です。浄化槽には「単独処理浄化槽」と「合併処理浄化槽」の２種

類があります。

　単独処理浄化槽は、トイレの排水だけを処理し、台所や洗濯、

お風呂などの生活雑排水を未処理のまま側溝などへ放流していま

す。このため、多くの汚れた水が川や海へ流れ込むことになりま

す。合併処理浄化槽は、トイレの水だけでなく台所や洗濯、お風呂

などの生活雑排水も含めて処理しています。

　きれいな水環境を保っていくため、単独処理浄化槽をお使いの

ご家庭には合併処理浄化槽への切り替えをお願いしています。ま

た、浄化槽が機能を十分に発揮し、微生物が働きやすい環境を保つ

ためには、日ごろから正しい使い方を心がけることが大切です。定期

的な保守点検および清掃、指定検査機関による年１回の法定検査を

必ず受けましょう。「浄化槽の日」を機会に、浄化槽の役割りや正し

い使い方を知り、美しい自然をみんなで守っていきましょう。

■指定検査機関／一般財団法人 高知県環境検査センター
　　　　　　　　　　　　　　　 ☎０８８-８６０-２４００

■問い合わせ／市役所上下水道課☎５７-８５１２

　
　

高
齢
者
交
通
事
故
防
止

　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

１０
月
１１
日
は
「
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
日
」

15２０２４.１０ 14 ２０２４.１０


